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第 421 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『故郷での学び』 〜 『他人の苦痛に対する思いやり』 〜 

 

2026 年 8 月 3日『新渡戸稲造記念センター』に赴いた。 『親切とは行動すること』＆『いろいろな意見に耳を

傾けたい』(新渡戸稲造: 1862-1933）の復学である！   

 

8 月 4日は、第 139 回『がん哲学外来メデイカル・カフェ＠よどばし』(淀橋教会に於いて)に赴むく(画像)。『が

ん哲学外来メディカル･カフェ＠よどばし』は、2014 年 7月 6日（日）にスタートされた。 今回は第 139 回目で

ある。『がん哲学外来メディカル･カフェ＠よどばし』は、何時も、『365 日の紙飛行機』の熱唱で始まり、『糸』

を合唱して終える。  7 月 26 日(日)は『メディカル･カフェ＠よどばし 12周年記念講演会』が企画された。 継

続の大切さを実感する日々である。 

【<『がん哲学外来メディカル･カフェとは』>  多くの人は、自分自身又は家族など身近な人が『がん』に かか

った時に初めて『死』というものを意識し、それと同時に、『自分がこれまでいかに生きてきたか』、『これか

らどう生きるべきか』、『死ぬまでに何をなすべきか』を真剣に考えます。 一方、医療現場は患者の病状や治

療の説明をすることに手一杯で、がん患者やその家族の精神的苦痛までを軽減させることができないのが現状で

す。 このような医療現場と患者の間にある『隙間』を埋める役割をするのが、国内外で今注目されている『が

ん哲学外来』です。 ――― 『がん哲学外来メディカル･カフェ』は、診断・診察の場ではなく、『真の心の通

じる対話と』、『寄り添うことは』を学び合う『人間学』の場です。――― お茶を飲みながら、共に場を共有

し、共に泣き、共に喜び・・・帰る時には 心が軽くなる場、それが『メディカル・カフェ』です。】と謳われ

ている。 

【柔和で謙遜な樋野先生から 2014 年に『よどはし』で処方された名言の一部を紹介しますとーーー 『人生いば

らの道、されど宴会』、『病気であっても病人ではない』、『解決できなくても、解消はできる』、――『日間

（ひま）になった時に気づく使命感』、『他人の必要に共感する。正論よりも配慮が必要』、『To do の前の To 

be』―――。他にもたくさんありました！】と掲載されている。 ＜『がん哲学外来メディカル･カフェ＠よどば

し』参加者の声＞として 【樋野先生のおっしゃられる『最善を尽くしたら、あとは心の端でそっと心配。どん

なに心配してもどうせなるようにしかならない。』＆『家で「樋野語録」流行っています。学んだことを失敗し

ながら家族で少しずつ実践しています。』】などが寄せられている。 
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